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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自

の活動を以下に留意して記載をしてください。 

a. 特に学術的に重要と考えられるもの 

・骨粗鬆症診療の予防と治療のガイドラン策定と公表【日本骨代謝学会、公益財団法人骨粗鬆症財団と

の共同】 

・生活習慣病に起因する骨粗鬆症についてのガイドの策定と公表【本学会発行】 

・骨粗鬆症診療における骨代謝マーカーの適正使用ガイドの策定と公表【本学会発行】 

・薬剤関連顎骨壊死の病態と管理：顎骨壊死検討委員会ポジションペーパーの策定と公表に協力 

・FLSクリニカルスタンダードの発刊【日本 FFNJ学会と共同】 

・骨粗鬆症リエゾンサービス、二次性骨折予防の推進 

・大腿骨近位部骨折患者に対する「二次性骨折予防継続管理料」、さらに「緊急整復固定加算」「緊急挿

入加算」新設を推進 

 

 

 

ｂ.当該領域における国際的な役割 

・海外の骨粗鬆症関連学会との連携し、骨粗鬆症診療および研究成果の発表を介して交流している。 

 (連携・交流している主な学会・団体) 

International Osteoporosis Foundation(IOF)、Korean Society of Osteoporosis（KSO）、

Korean Society for Bone and Mineral Research(KSBMR)、Asian Federation of Osteoporosis 

Societies(AFOS)、Asia Pacific Consortium for Osteoporosis (APCO) 

 これらの学会・団体とは緊密な連携をとり、定期的な学会員の交流を行い、年次学術集会時には合同

シンポジウムを企画している。 

 

ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

骨粗鬆症および骨組織に関する疾病や障害についての診療レベルを向上し、臨床・基礎研究を発展さ

せ、骨粗鬆症および脆弱性骨折の予防と治療の改善を図ってきた。さらに脆弱性骨折が生活の質を低下

させ、健康寿命を阻害することを広く啓発した。 

 

ｄ.学会運営上留意している点 

医師に加え、多くの職種のメディカルスタッフが学会員として参加していることから、骨粗鬆症診療

における多職種連携を推進すること、そのための研修の場を設けるように配慮している。 

若い学会員を対象にした臨床研究セミナーを開催して、広く研究が推進できるように努めている。 



・臨床研究倫理などの教育支援活動を学会（学術集会）時に定期的に実施している 

 

Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下

さい． 

・日本骨代謝学会および骨粗鬆症財団と協同して、「骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン」の改訂作業

に取り組んでいる。 

・公益財団法人骨粗鬆症財団とは連携小委員会を設け、特に、骨粗鬆症の検診率向上を支援している。 

・学会開催時には、日本内分泌学会、日本口腔外科学会、日本骨代謝学会などの関連学会とのシンポジ

ウム、ワークショップなどを幅広く実施している。 

 

 

 


